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　　　　　　1　 は 　 し　が 　 き　 　　　　 　　
t

　著者の一人（鹿又）は曩 に商業標準 として の 清酒の原越幾斯度に就 て と題 し清酒の濃度即ち

原 越幾斯度 を賣買取引の規準 とし 、 酒 價構成の 内容を明か に し、酒質 と聲價 とを一致 せ しめ 、

需要者を して商 品の 價値刳斷を容易な らしむ る こ とは現代の經濟機構の 下 に於て分 配淌費の

合理化 を徹底せ しむ る所以 な る を 力説 しtc。 而 して右原越幾斯の測定方法に就て は途中の計

算を省略 し其の 緒果の み を記 載 したの で茲に筆を改 めて越幾斯分の簡 易測定法並原越幾斯簡

易算 出法 に就て詳設 しや うと思ふ 。

　抑 々 清酒 の越幾斯分は酒精分 と共に清酒の 圭要成分 で あ つ て 、其の定量法は清酒 10  乃至

25ca　be重量既知の白金 皿 に探取 し、之 を重盪煎 上にて蒸發し 、重盪煎 乾燥器 内にて約 3時間

乾燥後 20分毎に取 出し 、 冷却後秤量 して 減差一定す るに至 りた る ときの 重量を以て 清酒100 

中の 量に換算 し越幾斯分を測定す るの で あ る。 本法は最 も正確な る 方法であ るが設備 と器具

とを要 し．且 つ 多 くの時間 と手數 とを要す るを以 て多數 の分析を なす揚合 とか迅逑を要する

揚合には 不適當で ある 。

　次 に間接測定法 として清酒の
一定量を蒸發 し、 酒精分 を除 去 し 、 之 に水を加 へ て原容量 と

な しtcる もの N 比重を攝氏 15度に於て測定 し、 之を「ウ 4 ン ヂ ツ シ ュ 」氏の 砂糖及 エ キ ス 溶液

の 比重及 100CCiliO）瓦 量表（醸造諸表 542頁）に照 して越斯分を求め る方法があ る 。

　叉簡便法 として酒精分を定量 しtt後の 蒸溜殘漆 を康容量に復 し其の比 重を測定 し 、 之を前

逋の如 く表に照 して 越幾斯を求め る方法 も あ る。 然 し此の方法は 酒精分を定量 す る に際
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し ． 清酒の揮發酸を中和す る こ とが出來 ない し又蒸溜の際泡立を防止す るナこめの泡立防止劑

を使用 する こと も出來な い の で 不便で ある 。

　以上の間接 方法は重量法 に比較する ときは簡單で あるが原容量に復す る とき温度 の調節を

なす必要 があ り 、 又比重を攝氏15度 に於て測定す る必要があるtcめに相當手數を要 し且 つ 正

確 を期 し難 き もので ある 。

　次 に計算方法 として知 られ た る もの に清酒 メ ー トル 度數 と酒精分 とよ り越幾斯分を計算す

る方法があ る。 本法 は上述の方法 よ りも簡便な る こ とは論 す るまで もないが計算に手數を要

す る を以 て 之 を排 し酒精分 と清酒 メ ー ト ル 度數 とよ り李易に越 幾斯 分 を求 むる こ とが 出來 る

な らば一贋簡便であ る 。 今野商店發費に 係る清酒 エ キ ス 鑑定器 は此の 目的のために作製 せ ら

れた もの であ る。

　而 して著者等 は今 回越幾斯 と原越幾斯 との簡易測定用「ノ モ グ ラ ム 」（計算鬪表）な る ものを
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ

作 製 した 。 本表を使用す る ときは酒精分 と比重 又は清酒 メ ー ト ル 度數 と よ り一
目 して 越幾斯

と原越幾斯 とを同時 に而 も李易に 求め得 られ る の で あつ て最 も簡便な る もの と考 へ る の で あ

る 。

　而 し て 計算圖表作製 に 常 り、從來使用 して來 ナこ計算 式な る もの は之 に依 つ て 求めた る越幾

斯 分が重量分析 に 依 つ て 求め た る越 幾斯分 と相 逹す る こ と大 な る もの あ るを知 つ たの で別 に

新 しき式 を作製 し、之 を從來使用 して來た 計算式及同形式にて其の 係數を變更 した 計算式 と

比較對照 して 見たの である 。 其の結果後述の 如 く新式は最 も適當な る もの と認めナご るを以て

「ノ モ グ ラ ム 」作製に當つ て は此の新式 を探用す る こ とに した 。

　　　　　　　　　 2 越幾斯算出法の 原理

　清酒の比 重に關係の 大 な る ｛，の は酒精分 と越幾斯分 とであ つ て 、揮發酸は微量で あ るか ら

比 重關係 に影響す る ところ少 く計算上 に は 之を省略 して もよ い と考 へ られ る 。 從 つ τ清酒の

比 重 と酒精分 とを測 定する ときは 理論上越幾斯分を算出し稈 られ る譯 であ る 。 今酒精分 と比

重 叉は清酒 メー ト 丿レ度數 とよ り越幾斯分 を算 出する式 として次 の 5種 を擧け各式に就て 概設

を試 み や う。 　 （次式に 於 け る酒精は全 部容量％を示 す以下 同断）

　　　　（・）式 纖 無
邇 鯉 董 礬 ニ

ト璽 数
，

　　　　（・拭 越麟 一一酌 怨 鵯6二 則 錠執
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　　　（・）式 懺 鮨
邇 趣鱒 鸛彡

一 トル

墜

　　　（D ）式　　 越幾斯 ＝ 酒精 xO ．319＋ （比重一1）× 258，5

　　　（E）式　　 越幾斯 ＝酒精 x α3tg一清酒 メ ー トル 度數 xO ．18

　　　　　　　（1 ） （A ）　　　　 式

之は從來使用 して 來ナこ計算式 であ つ て稻垣 直文氏の提案に係 る ものであ る q

　　　　　　　（ロ ） （B）　　　　 式

755

　之は （A ）式 と同一形式で あつ て 6．5の 係數の みを燮更 し6．i59とな した もの で あ る。 而 して

6．159の 係數は 昭和 6酒造年度製造 に か N る 全國優良酒の分析成績を資料 とな して定め tこので

あ る。 即 昭和 7 年 4月醸造試驗所 に於 て杢國各地 よ り蒐集 しk 新酒 150餘黙の分析成績 を資

料 とな し（日轍 造協會雜誌第27年 第 8號）

　　　　次の 式 　係 聾
醋 x2 『

襲爰
一ト破 數

に 依 り係數 を計算 して見ナこ、其の結果 144黙の中係數の最大値は7369とな り、最 小値は 5．493と

なつ ナニ。 （個 々 の 係數表は 省略す）而 して 其の 144黙の甼均係數は6ユ43となつ ナこ ので あ る 。

　叉昭和 7年10月開催せ られ tceg13回全國酒類醤 油品諢會優等酒分析成績（日本醸造協會發行

の 調査書 よ り拔萃）を資料 とな し 、 前式に依 り係數を計算 した結果 150黙の 中係數 最大値は

6．954に して 最小値は 5β53で あつ ずこ 。 且 つ 其の 150黙の 李均係數 は 6．174 とな つ t；の で ある 。

以 上新酒及古酒の李均係數は 6，159であ る 。 此の李均係數を適用 して 越幾斯計算 式を作製す

る ときは前記 （B ）式 となつ t の であ るQ

　　　　　　　　（ハ ）　（C ＞　　　　　 式

　 之は最近數 ケ 年聞の 全國優良 酒分析成績牛均 を資料 となし （B）式の 郊 くして作 つ ナこ もの で

あ る。 即 ち醸造試驗所 に於て 苺年4月全 國各地 よ り蒐集す る と こ ろ の 優良 新酒の 中昭和 6，
5

，

4及 3酒造 年度 各清酒の 分析成績李均（日本醸造 協會雜誌第27年第8號及 第26年第 7號 よ り拔萃）

並 全國酒類醤油品評會優 等酒分析成績の中第 13、12、11及 び10回の各回優等酒 分析成績苹均

を資料 とな し 、 前述の 如き係數計算式に依つ て係數 を計算 した結果 第 1表の 如 くな つ 池ので

あ る 。

　　　　　　　　 弟 正表　　金 國優等酒分析成績卒均 を資料 とせ る係數
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種 類

昭 和 6 酒造年度全園新酒干均

　 　 5

　 　 4

　 　 3

第 13回全國品評會優等酒 ZF

　 12

　 11

　 10

均

比 重

1．OQ2841

．OO2071

．00035LOO101

．00321

．0010

．9990

．997

1

酒 精

16．80916

．6Ua6

．94316

．03016

．7716

．4615

．9016

．05

エ 　 キ　 ス

6．1595

．77355

．2396

．5・09406

．17075

．3544

．6254

．280

係 數

6．畫176

．2666

，5636

．5746

．1766

．4166

．5666

．499

6．397

牒 ・裁 見 ・ とtSM・PR 大値は昭和 3酒造鞭 瀰 の 6・574・1・ して 最小値 1よ鄲 6醍

年度新酒の 6．117であ る。 而 して其の罕均係數は 6．397であ る 。 此 の 2P 均係數 を使用 しナこ計算

式は （C ）式であ る 。

　　　　　　　　 （二 ） （D ）　　　　 式

　本式は上逑の 3 式 とは趣 きを異 に して比重 と酒精とよ り次の計算に依 つ て作製 しナこ もので

ある 。

　　　　　第 2表　　「ウ イ ン ヂ ツ シ ュ 」氏の エ キ ス 溶液の比 重及 100ca中の 瓦量表　　　　　　f

　　　　譲 噸 遶國衞蝸 1唹 て 調patf　6　tの L： して「エ キ ス 」分は鰭 嬾 ひ て計算 しt・・fi・t

　　　　の な り。 麥酒 、 葡萄酒 、 骨味葡萄酒利久酒 、 果 汁等 の 「エ キ ス 」分 な 知 る に 使用 す 。

屮

比　　　重
　 ！OCca
中 の 瓦 量

比重O．001當 vJ

の エ キス 瓦 量
比 重

　 100 

中 の 武 量
比重0．001當 り

の エキス 瓦量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
I
　　　　　　　　　　　　　　 l

　　 l．0000　　　　　　　　0．OO 　　　　　　　　　　O．0　　　　　　　　　　　　1．0100　　　　　　　　2．58　　　　1　　　　　02580
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

；：鬻 1？：蠧　 ：禦： ：：：：鬻 11 ：1：1：：蠶
　　　　　　　、　 　 　 　 　 1．・4・。 　 1・．3・ 1 。。5，，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド

　　　　醸造諸表542頁 よ り拔粹

　今 「ウ 1 ン ヂ ツ シ ユ 」氏の エ キ ス 溶減 の 比 重並 に 100  中瓦量表 を見 る と第 2表の如 く比重

0．001當 りの エ キ ス 量は 0．26〜0．258で あ る。 今標準 乏して比重 O．020、エ キ ス 5．17の揚合を綵 つ

て 比重 よ リエ キ ス を求む る式 を作製す る ときは 次式の 如 くであ る 6 （清酒は越幾斯4 〜 6の も
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の 名 き故之を探用 しt　
’
）

　　　　　　　　　 越幾斯＝（比 重
一1）x1000xO2585 ……・・……………一・

∵
・（a）

　次 に 清酒 100  よ ・酒精分の み を蒸發せ しめ た もの を假想 し之に水 を加 へ て 100ecとな しtc

る もの 1 比 重 を求め ん とすれば理 論一h次 の b式 に依 つ て 計算 する こ とが 出來 る 。 （揮發酸は

微景であ る か ら考慮に 入れす）

　　　　　　　　　　比 重』 巫 虱 顳 冫二醜 xl

謂厘 酒準 酒鯔 圃 …・（b）

・而 して 酒精收縮景は「プ ラ ン ト」氏表に 依 れ ば第 3 表 の 如 くで あつ て酒精17％の 揚合の 收縮

量は 1．392％で あ る。 之よ り酒精 1％當 りの 收縮量即ち酒精收縮李を求 むれ ばO．0819 とな る 。

　　　　　　　　　　 第 3 表　　酒精及 水 の容量百分 率並 收縮量表

　 　　 　 　 　 　「プ ラ ソ ト」氏 法

　容　　量　　％

酒 刷 水 陣 縮 量
酒re　1％當 り
敗　 縮　 量

OO56 i柵 ：：凱 ：：翫
　 　 　 　 　 L

　 　 86甼191　　　　 1，旦91　　　　　　 0」0794

　 　 85 ，286 　　　　 1．286 　　　　　　0．0804
　 1

醸造諸表441頁 よ vJ 拔粹

量

一
縮讐

・

蕭

789011

且

2

84．392」

83、49782

．6038L708

L392L4971

．603L708

酒精 1 ％當vJ

攻　 縮　 量

e．08190

．08320

．08440

．0854

　仍て 之を基準 として 100  に樹す る酒精收縮量を求むる式を作製す る ときは次の如 くt’あ

る。

　（清酒の酒精分は 15〜20％の もの多 き故標準 として 17％の もの を探用 した 。 ）

　　　　　 100ca酒精收縮 量冨酒精 xO ．0819 ………一・一 一 一……・一 …………（c）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

次 に（c）式を（b）式の酒精收縮量 に代 入す る と式は次 の如 くにな るρ

　　　　　　　　　．比 重 一

1°°x 腫 （黼 ）『酳 x

署
47＋ （黼

冖
醐 x “°819）

之を略せ ば

　　　　　　　　　　比 重 一 一 州
一 一 一 （・）

次 に此の（d）式を（a）式の 比 重欄に代入すれば（a）式は次 の 如 く（D ）式 とな るの である 。

　　　　　　　　　　越幾斯 一（
1°°x 腫

需
精 x α刪 一1）・ … ・ ・鰤

之 を略せ ば

越 幾斯＝酒精 × 0．319＋ （比重 一1）x258 ．5・……………一（D ）
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　　　　　　　 （ホ ） （）；）　　　　 式

木式は上記 （D ）式の比 重を清酒 メ ー ト ル 度數で表は しナこ もの であ ろ 。 今清酒 メ ー トル 度數

と比 重 との 關係を見 る と第 4表の如 く である 。

　　　　　　　　　　 第 4表 　 比重及 清酒 メ ー ト ル 度數對 照表

比 重
清酒メ ートル

摩　　　數

1．000LOOl1

，002LOO31

．OO4

電．0051

．0061

．CO7LOO8

0．001

．442

，884

．325

．757

．188

．6110

．0311

．45

（比重一工）X1000

清酒 メ ー
トル 度數

077777

γ

コ

7

α

α

α

α

α

α

α

O

α

比 重
清酒 メ ーF ル
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α
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0

α

α

α

00

即ち比 重 と清酒 メ ー b ル 度數 との 關係 を式示 すれ ば次の 如 くであ る 。

　　　　　　　　　比 重一 （＝ nt−・xe メ

蕭
レ瞳 幽 工・ 1

　此の 式を前記 （D ）式の比 重榻 に代 入す る と越幾斯算式は次 の如 く（E）il；となるので ある Q

　　　　　　　　　越幾斯 一 黼 … 319 ・ （
一黼 メ

rl譜 數 x °・7
・ 1 − 1）・ 258．・

之を略せば

　　　　　　　　　 越幾斯 ＝ 酒精 X　O．3　19　L 　thiA
’
　■　− D レ 度數 xOA81 ……・一（E）

　　　　　　　　　3　各種 算出法 の 比較

全 國優良酒 に就 き齣記 5 式 を使用 して 求め た 越幾斯分 と重量分析法 に依 つ て得 た越 幾斯分

と比較對 照 して見 る と第 5表及第 6表の如 くである 。

’

　　　　　第 5表　　全國優良酒分析成績4s均の越幾斯分 と各種計算式 に依 る

　　　　　　　　　　 越幾斯分 との 比較對照表
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第 6 表　　分析戒績の越幾斯分 と計算式 に よ る越幾斯分 との差の比較表

（一） （＋） （＋） （一） （一） （＋） （一）
578020400 ．05210 ρ598O ．3030O ．0678O ．0458O ．0092

（＋） （＋） （＋） （＋） （り G ） （＋）
3660 。1044O ．34510 ．34520 ．0219022480 ．304402272

lc
−） し＋） （＋） （一） （＋） （＋） （＋）

644
　　　 　 10 ．11430 ．13730 ．1428O ．20850 ρ 173O ，12100 ．0595

（＋ ）
OlO645

（＋）
O．0588

（A ）

（B ）

（C）

（D ）

（E ）

式

式

式

式

式

差 の 最 大 値

0．35780

．3tl5102644027810

．2788

差 の 最 小 値 差　の　合　計 差 の 準 均 殖

Q．00920

．02190

．01730

．00610

．0〔＞69

LO9951

．60961

．06511

．07151

．0688

0．1374020120

．13310

，13390

，1336

　今第 6 表を見 る と誤差の夲均値最4、は 0．1331に して數 ク 年間の分析成績不均を基準 として

作製 しt （C ）式であ る。 叉誤差の最大値は 0．2012に
．
して最近 1 ケ 年 開の優等酒 を基準 として

作製 しナこ（B）式で ある 。 次 1こ（A ）式は誤差0．i374に して （D ）及（E）式 よ りも誤差 が大 で あ る。

而 も其の最大値は O．3578e： して最近 の清酒たる昭和 6酒造年度 清酒 で あ る 。 即 ち （A ）式 は エ

キ ス 分多 き渭酒 に對 して 誤差大 な る緒果 とな つ ナこの で ある 。 其の 意 味に 於 て は （C ）式 も（A ）

式 と同 じ缺黙があ る。 然 し（D ）及 （E）式は誤差0．1339及 0．1336に して （A ）及（B）式よ りも誤差

少 く且 つ エ キ ス 分の 大 小 に關係 なきや うで あ る 。 從つ て （D ）及 （E）式 は最 も適常な る も0）と

思惟す る次 第で あ る 。
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　以 上の結果を綜合す るに計算式 に依 りて 越幾斯分を 計算 しナこ ものは大骼
’

ト均 0、1位の 誤差

を生する や うで ある 。 然 し酒精分 と比重夂は清酒 メ ー ト ル 度數 とを綿密に測定 し（D ）及 （E）

式を適用 して計算す る ときは可成精確 な る數字 を得 る もの と思考す。 而 して （D ）及 （E ）式は

其の作製原理 よ り考察すれ ば酒精 分の度數に應 じて其の係數 を變更す る こ と N すれ ば爾一展

精確 なる緒果を得 る もの と考 へ られ る。 然 し斯 くの 如 くす る ときは計算は複雜化す る を以て

實用上は 上記（D ）及（E）式 を探用す るを最 も適常なる もの と思惟す る の であ る。

　　　　　　　　　4　原越幾斯算出法

　清酒の原越幾斯は酒精の 容量％に 其0）比重 の 0．7947を乘 じ、之を2倍 した もの と越幾斯分

とを加 へ k もの で あ つ て 之 を式示 すれば次の 如 くで ある 。

　　　　　　　　　原越幾斯＝酒＊冓xO ．7947x2 ＋ 越幾斯 　
・・…………・・噴……・…・（、1）

　而 して越幾斯分は 前逑の如 く（D ）叉は （E）式を使用すれば酒精分 と比重刄は清酒 メ ー ト ル

度數 とよ り簡 易に算 出す る こ とが出來 る の で あ る か ら其の式 を使用せ ば簡易に原越幾斯 を算

出す る こ とが 出來 る 、 即ち（D ）及 （E）式 と（1）式 とよ り…次の式が 出來 る 。

　　　　　　　　　原越幾斯 ＝ 酒精 xO ．7947× 2＋ 酒精 xO ．319＋ （比重
一1）x258 ．5

之 を略せ ば

　　　　　　　　　原越幾tw＝ 一 酒精 x1 ．9084＋ （比重 一1）× 258．5 ………・・一・（1 ）

　　　　又 　　　 原越9e斯．一酒精 xO 、7947× 2 ＋ 酒精 xO ．319一清酒 メ ー ト ル 度數 × 0・18

之 を略せ ば

　　　　　　　　　原越幾斯 ＝ 酒精 x1 ．9084− t｝g酒 メ
ー ト丿レ度數 xO ．18…〈且）

　即 ち上記（1 ）又は（1 ）式を使用すれば酒精分 と比重 i又は清酒 メ ー ト ル 度數 とよ り直に原越

幾斯 を算 出す る こ とが 出來 るの であ る。

　　　　　　　　　 5L ノ モ グラ厶 ］應 用に依 る越幾斯及

　　　　　　　　　　　原越幾斯簡易測定法

　前述の如 く越幾斯及 原越幾斯は計算に依 つ て酒精分 と比 重夊は清酒 メ ー トル 度數とよ り零

む る こ とが出來 るのであ る が其の計算は面倒 に して且 つ 手數を要 す。 然 るに別紙 「ノ モ グ ラ

ム 」 を使用 する ときは顔 る卒易に且 つ 迅逑に越幾斯 と原越幾斯 とを求む る こ とが出來 る。 今

越 幾斯及 原越幾斯算 出式を再録すれ ば次 の如 くで ある Q

　 酒精 と比重 とよ り算 出す る もの
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　　　　　　　　　 越幾斯”酒精 xO ．319＋ （比重 一i）x258 ．5

　　　　　　　　 原越幾斯＝酒精 xL9084 ＋ （比重 一1）x258 ．5

酒精 と清酒 メ ー
ト ル 度數 とよ り算 出す る もの

　　　　　　　　　 越幾斯 暫 酒精 × 0．319一清酒 メ ー bJ レ 度數 xO ．18

　　　　　　　　 原 越幾斯 ＝酒精 x1 ．9084一清酒 メ ー D レ度數 xO ．18

　「ノ モ グ ラ ム コは以上の計算式を表鬪化 しナこ もの であつ て 之 を使用 して 越幾斯及原越幾斯を

求むる には計算の 必要更 にな く、 「ノ モ グ ラ ム 」の 酒精及比重線上の夫 々 の度盛を定規 叉は紐

等の 直線を以 て 連結すれ ば一目 して其の線上 に 目的の越 幾斯及原越幾斯 を同時に見出 し得 る

の であ る 。
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　 （鹿5ζ、 山 本） 越幾斯分 の 簡易測定法並原越幾斯簡易算出法1：就て

　　　6　「ノモ グラム 」作製法

z Y l黄品謝
  繊 鵜 秘 の形式 の 梛 伽 が越撕

　　　　　　及原越幾斯計算式の如 く U ＋ W ・＝W なる開係式の ものは簡單な共

　　　　　　線 鬪表の形式 にて各式を滿足 す る圖表を作製す るこ とが 出來 る今

　　　　　　其の作製法を設明する に當 り先づ大體の理論よ b略諡すれば次 の

　　　　　　 如 くである。

　　　　　　　今 上圖の如 く1個の不行線XYZ を引き之を任意の一直線 A
、
C

，
B

に て截
’
る 。 此の颪線を基線 と呼ぶ 。 次 に他 の任意の截線 u

，
w

，
　w を引 き Au ＝ x

，　 Bf，　＝！　Pt，

・… 器 一一
鶏 ・置 ・・

　而 して AB 線上 に並行 に wD
，
　wE を引 くときは uDw 　 t　 tvEv との 2個の 三 角 形 は柑似

形で あ・ 筋 愚券 一 書許一 蕃 な 躙 係があ・・

　　　　故 に　
x − z ＝一勉 　とな り之を變形すれ ば次の（1｝式 とな る 。

　 　 　 　 　 　 　 z
−
y　　 　 M2

　　　　　　　　＿ざ一 ＋ −1 − ＝　
x
　− ………・……一……一・・…・……………・（1）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ml 　　　　　ln2　　　　　MIM2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1n 工十 m ！

　次 に 爪 の， 7fl！（w ）， 鼠 切 は夫 々 4 の みの函數 、　V の みの 函數 、 及 ttt の みの 兩數 とし次

の（2）式の 郊き關係式あ りとす。

　　　　　　　　ノ气（24）＋ ノ亀（v ）＝ノi（w ）・…・…・……・…・……………・・…・…　…・・…・……・…鹽
（2）

　　　　今　　　x ＝ ＝ Mlfi （の

　　　　　　　　y＝M2f2 （v ）

　　　　　　　　・ 一 一
tmp、

＋

Mm22

　f3（w ）

とし（3 ）式 の x
， y，

　 z そ の値 を（1 ）式に代 入す る ときは（1）式は（2 ）式の如 き關係式 とな る

ので あ る 。 以 上の如 き關係にあ るを以て 關係式（2 ）の 岡表を作 るに は上 圓に於 て AX 軸上 に

x ＝Mlfi （の な る凾數尺を作 り BY 軸上 に ツ
・・M2f2 （v ）な る凾數尺を作 り 、 CZ 軸上に

解 器顎 （w ）な る蝋 腋 側 ま目的の臟 とな・のであ る ・ 概 なれば ’・・吻 値が

與 へ られた る とき夫 等の 値 に相當す る黙（目盛）を夫 々 AX 及 BY 線上 に求め其の 2黙を結ぶ直

綿 がCZ と交 る黙の 目盛を 叨 とせ ば此 の n
，
　 v

，
　w の値は與 へ られ た る關係式 （2 ）を満 足す る

か らであ る。

　　　　次 に　　f‘（め x ん（・v ）
一一flt（w ）…・・一 ……一・…・・……・・一・・……・・…一 一 …（4）

の 如 き關係式の もの は其の 對數 を取れ ば

　　　　　　　　legiefi（rt）＋ logiof！（w ）＝・legi。f3（w ）

とな るを以 て （4）式は（2）式 と同 じ形式 とな るの であ る 。

トー 一

｝
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　　　　　　　　砦 ＿ 副 …

班 1 ＝ 1
，

卿 2 豊鵠 2
， 　と置 くとき壷ま

　　　　　　　　三挙熱 ＿ ） ｝E・t・
’
…

　故に 求むる圖表を作製す る には mLrel
， 晩 を 2 の割合 に て XYZ の各線を引 き、X 軸上 に

越幾斯 として越幾斯 1度 を 1の 長 さ とな し。 Y 軸上 に 酒精 として酒精 1度igO．638の長 さ とな

し・Z 軸上 に 清酒 メ ー トル 度數 として度數 1 度を 0．12の長 さ として 夫 々 の割合 に 目盛をすれ

ば目的の圖表を得 るの である。 而 して度盛を施す際には 先づ基準 とな る べ き固定線 （前圖 A

CB 線即ち基線）を引 き此の線がXYZ 軸 と交 る黙即 ち基黙が越幾斯計算式に遖合す る度盛 と

す るの であ る 。 例 へ ば酒精分16・Ot：して 清酒 メ ー トル 度數（一）5，0な る ときは 計算に依 り越幾

斯は6．004な るを以て 各基黙が此等 の數字々満足すべ き度盛 を な し 、 然 る後前記割合 を以て全

練に 度盛を施すの であ る。

　侮度盛上 注意 すべ き ことは X ・＝・Mlfi （一越幾斯）なる式 に於て越幾斯は負の値 なる を以て酒

精分及清酒 メ ー トル 度數 が上方 に向ふ に從ひ度數増加 す る とすれ ば越幾斯は反對 に下方に向

ふ に從ひ度數垉加す るや う度盛すべ きであ る 。

　以上 の如 くして越幾斯計算用「ノ モ グ ラ ム 」を作製す る こ どが 出來 る の で あつ て原越 幾斯計

算用「ノ モ グ ラ ム 」も同 じ方法に て 作製する こ とが出來 るの である 。 而 して漂越幾斯 と越幾斯

とを同時に 求め得 る ものを作製 するに は上述の 如 くして作製 した る越幾斯計算用圖表 の酒精

及清酒 メ
ー

ト ル 度數又 は越幾斯の各線間の 間隔割合 と各線度盛 1 度の 長 さ割合 とを前記β｝式

に 代入 して 、 之 よ り原越幾斯線 と酒精線 との 間隔及原越幾斯 1度 の長 さ割 合を算出 し 、 それ

に從つ て作圖 すれば 目的の圖表を得る こ とが出來 るので ある。 又酒精 と比 重 とよ り越幾斯及

原越幾斯 を算 出す る圖表 も以 上 と同 じ方法 に依 つ て作製す る こ とが 出來 るのであ るか ら其の

論 明は 之を雀略す 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （完）

　以 上 の 理論 よ り考 察すれ ば酒精 と 清酒 メ ー ト ル 度數 とよ り越幾斯 を求む る 計算式は上記

（2）式 と1司一形式なる を以 て 上述の方法 に則 り共線圃表を作製す る こ とが出來 る の である 。

　　　　即 ち　　　 越幾斯 富 酒精 xO ．319一清酒 メ ー ト ル 度數 xO ．18

之 を變形すれば

　　　　　　　　　　清酒 メ ー FJレ度數 xO ．18＝＝（一越幾斯 ）＋ 酒精 × O．319

とな る を以て 　　X 　＝＝vnlfl（
一越幾斯）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


